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本本研研究究部部門門はは、、アアジジアア発発ののデデザザイインン思思考考方方法法論論をを本本学学かからら生生みみ出出しし、、領領域域横横断断的的なな「「ややっっかかいいなな問問
題題」」のの解解決決にに向向けけたた理理論論のの適適用用ととそそのの検検証証ををおおここななううここととをを目目的的ととししたた研研究究部部門門でですす。。

本研究部門の活動には、以下のような特徴と目標があります：

• アジア特有の視点と文化を取り入れた、独自のデザイン思考
方法論の開発

• 工学と社会科学の融合アプローチによる研究推進
• アジア地域の国際研究拠点との連携強化
• 「アジア発のデザイン思考方法論」の構築と、その成果の世

界への発信
• 企業や自治体が直面する「やっかいな問題」に取り組む産学

連携プロジェクトの実施
• 研究成果の社会実装を通じた起業家支援や実務的・実践的な

貢献 など

今今年年度度かかららススタターートトししたた本本研研究究部部門門でではは、、シシンンガガポポーールル工工科科デデザザイインン大大学学（（SSUUTTDD））とと教教育育研研究究連連携携
協協定定をを結結びび、、既既ににささままざざままなな活活動動をを共共同同でで進進めめてていいまますす。。

経営学部国際デザイン経営学科および先進工学部研究科と
SUTDによる教育研究連携協定の締結（2023/02～）

2024年5月15日にSUTDにおいて開催された Design 
Innovation Forum へ参加と“Global Design Alliance”
への参画（2024/05～）

今今後後、、SSUUTTDDととのの連連携携ををささららにに深深めめ、、以以下下ののよよううなな連連携携をを重重ねねててつつつつ、、22002266年年度度ににはは本本学学ととSSUUTTDD
のの共共催催でで国国際際シシンンポポジジウウムムをを開開催催予予定定でですす。。

• 先進工学部機能デザイン工学科所属メンバーとSUTD教員による共同研究の推進（進行中）
• 経営学部国際デザイン経営学科所属メンバーとSUTD教員による共同研究の推進（協議中）
• デザイン学に関する英文書籍の共同執筆・出版（協議中）
• 2026年度にTUS & SUTD共催で国際シンポジウムを開催予定（場所は本学を予定） など
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